
 
 
 

随意契約見直し計画 
 

平成 20年 1月 
国立大学法人鹿児島大学 

 
 
 
１．随意契約の見直し計画 
 
（１）平成１８年度において、締結した随意契約について点検・見直

しを行った。見直しの結果、平成２０年度から、随意契約によるこ

とが真にやむを得ないものを除き、一般競争入札等による契約に移

行することとした。 
 
【全体】 

平成１８年度実績 見直し後 
  

件数 金額（百万円） 件数 金額（百万円） 

（ 26％） （ 15％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） １４ １５８

（ 19％） （  9％）
競争入札 

１０ ９３

（ 10％） （  6％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争 
（  ％）

 

（  ％）

 ５ ６７

（100％） （100％） （ 45％） （ 70％）
随意契約 

５３ １，０５９ ２４ ７４１

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

     ５３      １，０５９      ５３      １，０５９ 

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

 

 

 

 

 

 



 

 

【同一所管法人等】 
平成１８年度実績 見直し後 

  
件数 金額（百万円） 件数 金額（百万円） 

（  ％） （  ％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。）  

（  ％） （  ％）
競争入札 

 

（  ％） （  ％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争 
（  ％）

 

（  ％）

  

（100％） （100％） （100％） （100％）
随意契約 

１ ６ １ ６

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

      １          ６       １          ６ 

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

 

 

 

【同一所管法人等以外の者】 
平成１８年度実績 見直し後 

  
件数 金額（百万円） 件数 金額（百万円） 

（ 27％） （ 15％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） １４ １５８

（ 19％） （  9％）
競争入札 

１０ ９３

（ 10％） （  6％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争 
（  ％）

 

（  ％）

 ５ ６７

（100％） （100％） （ 44％） （ 70％）
随意契約 

５２ １，０５３ ２３ ７３５

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

     ５２      １，０５３      ５２      １，０５３ 

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 



 
２．随意契約見直し計画の達成へ向けた具体的取り組み及び移行時期 
 

随意契約の見直し計画を達成するため、平成２０年３月までに、

以下の措置を講じ、平成２０年度から、随意契約によることが真に

やむを得ないもの以外は、一般競争入札等による契約に移行するこ

ととする。 
 
（１）総合評価方式の導入拡大 
 
① 公共工事の一般競争入札等、既に総合評価落札方式が導入されて
いる分野に加え、総合評価落札方式によることが必要と考えられ

る調達分野については、総合評価落札方式を導入することについ

て検討する。 
 

 ②プロジェクトチームの設置 
   上記措置を実施するため、財務部にプロジェクトチームを設置

し、関係部署の職員との協力・連携体制を整備する。 
  
（２）複数年度契約の拡大 
 
①研究開発やシステム関連等の複数年度にわたる契約については、 
経済性・効率性の向上を図ることを目的に、内容を精査し複数年

度契約を拡大することが可能か検討する。 

 
（３）入札手続きの効率化 
 
①一般競争入札の拡大に伴う業務量の増加を勘案し、電子入札の拡

大や公告の方法等について検討を行う。 
 
 
（注）個別の契約の移行時期及び手順については、「随意契約の点検・

見直しの状況」に記載 
 


